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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国経済の減速や年明け以降進んだ急

激な円高・株安の影響等によって、次第に景気停滞色が強まってまいりました。

　このような状況のもと、当社グループでは、新規材料事業においてスマートフォンやタブレット端末向け光学フ

ィルムの販売数量が減少したため、当第１四半期連結累計期間の売上高は204億７千３百万円と前年同四半期比4.1

％の減収となりました。

　利益面では、合成樹脂事業における原材料価格低下の影響等により、営業利益は７億６千８百万円（前年同四半

期比208.1％増）、経常利益は６億８千２百万円（前年同四半期比303.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、新基幹システム導入計画の見直しに伴う固定資産除売却損127百万円を計上したこと等から４億２千８百万円

（前年同四半期比289.7％増）となりました。

　
セグメントの業績は次のとおりであります。

　
〔合成樹脂事業〕

　シュリンクフィルムやラミネートフィルムを中心に販売数量が増えたものの、販売単価引き下げの影響により、

売上高は119億２千８百万円（前年同四半期比1.2％増）にとどまりました。営業利益は原材料価格が低下したうえ

にコスト削減にも努めた結果、９億８千２百万円（前年同四半期比61.1％増）となりました。

　

〔新規材料事業〕

　世界的なスマートフォンの販売落ち込みの影響により光学フィルムの販売数量が減少したため、売上高は50億９

千２百万円（前年同四半期比19.2％減）となりました。営業利益は新工場の損益改善効果により６百万円（前年同

四半期は営業損失２千９百万円）となりました。

　

〔建材事業〕

　パーティクルボードの販売数量が引き続き伸びたため、売上高は19億９千９百万円（前年同四半期比2.4％増）と

なりました。営業利益は安定生産のための予防保全費用が増えたため２千７百万円（前年同四半期比23.6％減）と

なりました。

　

〔その他〕

　木材加工（プレカット）事業並びに宅地造成及び建物建築事業の売上が増加したため、売上高は14億５千３百万

円（前年同四半期比10.6％増）となりました。営業利益は前年同四半期に多額の貸倒引当金を積み増した反動増も

あり１億４千万円（前年同四半期比250.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ45億９千３百万円減少し、832億８百万円と

なりました。その主な内訳は、受取手形及び売掛金など流動資産の減少23億９千１百万円、投資有価証券など固

定資産の減少22億２百万円によるものであります。

　一方、負債につきましては、長期借入金など固定負債の増加４億４千７百万円がありましたが、支払手形及び

買掛金など流動負債の減少38億３千１百万円により、前連結会計年度末に比べ33億８千４百万円減少し、456億７

千７百万円となりました。

　また、純資産は、その他有価証券評価差額金の減少11億８千９百万円などにより、前連結会計年度末に比べ12

億８百万円減少し、375億３千１百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて1.0ポイント上昇し、45.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成28年２月12日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として

計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

（４）追加情報

（賞与引当金）

　当第１四半期連結累計期間においては、従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当第１四半期連結

累計期間に属する額を賞与引当金として計上しております。

　なお、前連結会計年度においては、前連結会計年度に属する従業員への賞与支払額は確定しており、かつその

全額を前連結会計年度末までに支給しているため賞与引当金は計上しておりません。

　

（固定資産除売却損）

　固定資産除売却損には、新基幹システム導入計画の見直しに伴い、これまで固定資産に計上しておりました導

入費用127百万円の除却が含まれております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,385 6,953

受取手形及び売掛金 25,534 23,370

電子記録債権 1,633 1,500

有価証券 56 49

商品及び製品 4,691 5,005

仕掛品 964 952

原材料及び貯蔵品 3,052 2,959

販売用不動産 156 175

繰延税金資産 145 353

その他 523 431

貸倒引当金 △22 △21

流動資産合計 44,120 41,729

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,056 17,749

機械装置及び運搬具（純額） 8,435 8,000

土地 6,489 6,489

建設仮勘定 583 463

その他（純額） 421 412

有形固定資産合計 33,987 33,114

無形固定資産 355 316

投資その他の資産

投資有価証券 8,624 6,897

繰延税金資産 83 522

その他 703 700

貸倒引当金 △72 △73

投資その他の資産合計 9,338 8,047

固定資産合計 43,680 41,478

資産合計 87,801 83,208
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,808 15,484

短期借入金 9,377 8,391

1年内返済予定の長期借入金 3,036 2,993

リース債務 568 388

未払法人税等 602 283

設備関係支払手形 12 7

賞与引当金 ― 584

その他 5,975 5,415

流動負債合計 37,381 33,549

固定負債

長期借入金 6,704 7,311

リース債務 20 14

繰延税金負債 140 18

退職給付に係る負債 3,755 3,772

その他 1,058 1,010

固定負債合計 11,679 12,127

負債合計 49,061 45,677

純資産の部

株主資本

資本金 8,619 8,619

資本剰余金 9,068 9,068

利益剰余金 19,133 19,114

自己株式 △833 △834

株主資本合計 35,988 35,968

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,800 1,610

為替換算調整勘定 179 175

退職給付に係る調整累計額 △237 △231

その他の包括利益累計額合計 2,742 1,555

非支配株主持分 8 7

純資産合計 38,739 37,531

負債純資産合計 87,801 83,208
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 21,352 20,473

売上原価 18,817 17,464

売上総利益 2,534 3,009

販売費及び一般管理費

販売手数料 41 48

運送費及び保管費 648 667

給料 494 499

賞与引当金繰入額 125 155

役員報酬 72 70

退職給付費用 36 32

減価償却費 38 43

研究開発費 302 210

貸倒引当金繰入額 46 △0

その他 479 515

販売費及び一般管理費合計 2,285 2,241

営業利益 249 768

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 5 2

為替差益 8 ―

雑収入 25 19

営業外収益合計 41 23

営業外費用

支払利息 71 56

為替差損 ― 41

持分法による投資損失 39 ―

雑損失 11 10

営業外費用合計 121 108

経常利益 169 682

特別利益

固定資産売却益 0 ―

特別利益合計 0 ―

特別損失

固定資産除売却損 36 132

特別退職金 2 9

特別損失合計 39 142

税金等調整前四半期純利益 130 540

法人税、住民税及び事業税 203 335

法人税等調整額 △183 △222

法人税等合計 20 112

四半期純利益 109 427

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） ― △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 109 428
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 109 427

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 652 △1,189

為替換算調整勘定 ― △4

退職給付に係る調整額 6 6

持分法適用会社に対する持分相当額 3 ―

その他の包括利益合計 661 △1,188

四半期包括利益 771 △760

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 771 △759

非支配株主に係る四半期包括利益 ― △1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 11,787 6,299 1,952 20,038 1,313 21,352 ― 21,352

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

5 ― ― 5 125 131 △131 ―

計 11,792 6,299 1,952 20,044 1,439 21,483 △131 21,352

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

609 △29 36 616 40 656 △407 249

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅

地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業並びに不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△407百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△406百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 11,928 5,092 1,999 19,020 1,453 20,473 ― 20,473

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1 ― ― 1 122 123 △123 ―

計 11,929 5,092 1,999 19,021 1,575 20,597 △123 20,473

セグメント利益 982 6 27 1,016 140 1,157 △389 768

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅

地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業並びに不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△389百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△389百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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